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江戸初期諸文献による男色史
The History of Male Love as 
Depicted in Early Edo Period Writings 
Paul SCHALOW* 
Scholars of Edo Period literature generally evaluate mid seven-
teenth-century kana-zoshi （“books written in kanaつasrepresenting 
a necessary developemental phase towards the more literarily 
sophisticated ukiyo-zoshi （“books of the floating world ”） that 
appeared later in the century, but the exact nature of that develop-
mental process has not yet been studied in much detail. This 
paper discusses several important kana-zoshi that treat the topic 
of nanshoku (male love) to show that they indeed established a 
way of describing male love that exerted a major influence on 
subsequent writings. 
Kana-zoshi writers gathered and incorporated a substantial 
amount of information about nanshoku into their history of male 
love, including references to Chinese emperors, to Buddhist legends, 
and to Japanese homoerotic literature. Two particularly influential 
components were the story of the Chinese poet Su Shih (Tong-p’o), 
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who woed and won a handsome boy at“wind and water cave，” and 
the legend that attributed KUkai with the introduction of male love 
to Japan from China in the ninth century. These stories and others 
were reported and embellished by kana-zoshi writers in their task 
of devising a history of male love. 
The literary process whereby kana-zoshi writers established a 
commonly accepted discourse for nanshoku represented a complex 
group effort, and the impact of that effort on ukiyo-zoshi is 
discussed with regard to two of Ihara Sail王aku’sworks, Koshoku 
ichidαi otoko and Nαnshoku okαgαmi. The paper concludes by 
suggesting that the importance of kana-zoshi’s influence on ukiyo-

























































































































































































1.仮名草子。 Bookswritten in kana. 
2.浮世草子。 Booksabout the floating world. 
3.男色（なんしょく）。 Malelove. 























1. 「男色優劣論」。 Debatingthe relative merits of boys versus women 
as lovers. 
12. 男色派と女色派。 Menwho advocate boys as lovers and men who 
advocate women as lovers. 
13. 「非道」（間違った道）。 Themistaken way. 
14. 『田夫物語』 ：「若道の非なるということ聞こえま toされば、釈迦にも阿
難あり、孔子にも顔回あり、東披にも李節推とて若衆あるかや。さやうに
非なる道を釈迦や孔子も好きたまうべきや。」（男色が間違っているという
ことは納得できない。釈迦には阿難、孔子には顔回、東披には李節推とい
う若衆の恋人があったではないか。そなたのいうように間違った道を釈迦
や孔子がお好きなはずはあるか。）
15. 『よだれかけ」：「李節推をたどりて風水洞にいたり、騎馬少年清且宛なり
といひしは、蘇東披にこそ侍れ。」（李節推の跡を風水洞まで追って「馬に
乗っている少年、美しく、きれいだ」と書いたのは、まさに蘇東披だ。）
16. 「岩つつじ」、：「羅山氏抄云、此段と上の段とをみれば、東披が李節推を
尋ねて、風水洞に遊びし景気あるやうに覚へ侍と、男色の事は歴代の中に
多く見えたり、云云。古人未発の説、いとめづらかなれば、用ひてここに
書加へ侍りし。」
17. 「野槌J。林羅山著。『徒然草』の注釈書。
18. 『好色一代男」 (1682）。井原西鶴著。浮世草子。
19. 弘法大師。空海（774-835）。高野山に真言宗の金剛寺を創立した。
20. 『犬つれづれ』：
a. 「されば、かくありがたき法を好まん人をば、此国の仏祖真言大師喜
び給ひて、極楽浄土のまん中へ引導し給はんと、のたまひしとなり。」
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（こんなにすばらしい教えを好きな人のことを、日本の真言宗の創立者
弘法大師がお喜びになって、「極楽浄土の真ん中へ導いてあげます」と
おっしゃったのだ。）
b. 「むかしの人は、此道をないがしろにせしゃO されども又此国へは高
野の空海伝へきたる。なりひらのわらはべ、憂茶羅といひしとき、でし
として寵愛したまふとも語りったふ。」（昔のひとは男色を軽べつしてい
たのだろうか。しかし、男色は空海が日本へ伝えてきた。まだ蔓茶羅と
いう子供のときの在原業平を弟子として寵愛なさったとも言い伝えられ
ている。）
c. 「大徳寺のー休和尚は、目に見え手にとらるる程のものを、詩とかい
ふ物に作り言はれし中にも、なおし此道にあやしくすきて、大聖文殊初
活開、金剛弘法再興来、無陰陽如円通境、得入人々呼善哉、弘法伝へき
たられし道なれば、皆此国の人たるものは、心に忘るる事勿れとぞ。」
（大徳寺のー休和尚は、あらゆるものを詩に作ったが、その中でも特に
男色が不思議なくらい好きだった。………男色は弘法大師が伝えて下さっ
た道だから、日本人であるかぎり、それを忘れてはならない。）
21. 『よだれかけJ.
a. 「一休和尚も、此みちにはあやしきすきにて、若衆への艶詩どもおほ
し。又一休が書かれし物の中に、大聖文殊初活開、金剛弘法再興来、と
あれば、弘法大師は此みちの中興開山とやいはん、まだしらずかし。」
（ー 休和尚も、男色は不思議なくらい好きで、若衆に送った恋の漢詩が
多い。そのなかに、大聖文殊初活閥、金剛弘法再興来、というのがあり、
そのため弘法大師は男色の創立者と呼ばれるが、それは本当かどうか分
からない。）
b. 「本朝にも淳和の時なりけん、弘法大師の弟子なりし真雅阿闇梨は、
おもひ出る常磐の山のいはつつじ、いはねばこそあれ恋しきものを、と
よめるは、在五中将業平の、まだわらはにて満陀羅といひし時、恋詫び
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てつかはされし歌なり。」
2. 『古今和歌集」。恋十一巻、＃495。「読人不知」。
23. 『岩つつじ』：
a. 「『古今和歌集Jのなかには、高野大師の御弟子、真雅僧都の、とき
はの山の、ひと歌あり。」
b. 「この歌、北畠准后親房『古今抄』云、真雅僧都の業平にっかはしけ
る。弘法大師弟子貞観寺僧正と号す。」
24. 『古今集註」（『古今抄』）。北畠親房著。後村上天皇の命令で作られた。 二
条家や藤原定家の密伝を含む書。
25. 『男色大鑑』 (1687）。井原西鶴著。浮世草子。
26. 『男色大鑑』：「この道のあさからぬ所を、あまねく弘法大師のひろめたま
わぬは、人種を惜しみて、末世の衆道を見通したまえり。」（弘法大師が男色
のすばらしいことを、もっと広く教えなかったのは、人種の絶滅を恐れて、
この末世に男色が流行するのを見通しなさったからだ。）
討議要旨
武井協三氏から、仮名草子から浮世草子への聞に立つものとして、「野郎評
判記」があるので、注目されると良いのでは、という提言があった。
進藤英毅氏からも、性別を越えた人間の性愛についての質問がなされた。
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